







































日本意識の現在の性格を概略的に把握するための研究会を 2005～ 2015年の間、毎年約 10回開
催した。
二、		研究論文集の発刊
	 	『異文化としての日本――内外の視点』などを 2005年以来、法政大学国際日本学研究センター、
研究所において毎年編集し発行した。
三、		学術研究における諸外国との相互理解、互恵関係を深化させる方向性を探り、内外に通じる知的
ネットワークの構築を深めていくため、積極的に各国の若手研究者（国費派遣）を毎年受け入れ
ている。
同研究を通して
〈１〉		中国、アジアにおける日本研究の発展が見えた
	研究対象としての日本を捉え、世界的な基準を意識して研究成果を検証しようとする研究姿勢は、顕
著に発展していることと思われる。
〈２〉		日本研究を継続させている背景が覗える
	 ・ 	日本語科学生数の急増に伴う日本を知る参考書需要の拡大時期が徐々に、漫画やアニメなど、
若者世代から支持される日本の大衆文化を中心の方向へ、変容されていくと思われる。
	 ・ 	日本学術界との盛んなる交流はこれまで以上に、分野、規模、人数など、あらゆる面で充実
されつつある。
こうした背景には、とくに中国の経済力が強い牽引力となる一面を認識させてくれる。
　　
今後の展望
相互の参照枠となれる日本研究そのものの魅力づくりと、研究の持続力が決め手であろう。
